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今
年
の
写
真
展
は
、
被
災
写
真

を
撮
影
し
た
五
人
の
写
真
家
に
焦

点
を
当
て
て
企
画
し
た
。 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八

月
、
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

直
後
か
ら
、
こ
の
人
類
史
上
未
曽

有
の
惨
害
を
記
録
す
べ
く
行
動
し

た
、
多
く
の
写
真
家
が
い
た
。
彼

ら
は
厳
重
な
軍
の
監
視
、
資
材
の

欠
乏
な
ど
、
戦
中
、
戦
後
の
困
難

な
状
況
と
闘
い
な
が
ら
、
数
多
く

の
貴
重
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。

六
十
五
年
を
経
た
今
、
そ
れ
ら
の

写
真
な
く
し
て
は
当
時
の
状
況
や

悲
惨
さ
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可

能
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
一

九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
夏
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
発
足
し
た
当

部
会
の
前
身
「
長
崎
の
被
爆
写
真

調
査
会
」
は
、
こ
れ
ら
写
真
家
と

の
交
流
の
中
で
そ
の
後
の
活
動
を

発
展
さ
せ
、
現
在
三
千
枚
余
り
の

写
真
を
所
有
す
る
ま
で
に
成
長
し

た
。
そ
の
陰
に
は
当
時
の
会
員
の

献
身
的
な
努
力
と
、
写
真
家
の
利

害
を
超
え
た
協
力
が
あ
っ
た
こ
と

 

六
十
五
周
年 

原
爆
写
真
展 

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
以
来
三
十

年
、
写
真
を
提
供
頂
い
た
写
真
家
、

ま
た
当
会
創
立
メ
ン
バ
ー
六
名
の

う
ち
五
名
が
既
に
他
界
し
た
。
後
に

は
写
真
家
の
生
命
を
懸
け
た
と
も

い
え
る
多
数
の
プ
リ
ン
ト
が
残
さ

れ
た
。 

生
前
、
松
本
栄
一
氏
は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
中
で
「
噂
と
は
い
え
今
後
七

十
年
、
八
十
年
は
草
木
も
生
え
ぬ
と

い
う
話
の
あ
る
中
に
、
人
間
を
出
す

け
れ
ど
医
者
は
ど
こ
ま
で
責
任
を
持

て
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
な
ん
か
を

社
の
上
層
部
の
方
に
掛
け
合
っ
た
ら

し
い
ん
で
す
ね
。
そ
い
う
意
味
で
は

と
に
か
く
新
聞
社
と
い
う
も
の
は
人

を
出
す
（
派
遣
）
と
き
に
弾
丸
（
た

ま
）
の
中
に
だ
っ
て
人
を
出
す
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
、
そ
の
代
わ
り
あ
と
ま

で
安
全
の
責
任
は
社
が
見
る
か
ら
、

面
倒
は
み
る
か
ら
、
だ
か
ら
出
せ
と

…
。」
覚
悟
し
た
様
子
を
話
し
て
い

る
。 

近
年
核
廃
絶
の
機
運
の
高
ま
り
と

と
も
に
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い

る
被
爆
写
真
。
彼
ら
か
ら
託
さ
れ
た

思
い
を
無
に
す
る
こ
と
な
く
、
今
後

も
有
意
義
に
活
用
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。 

夏
の
原
爆
写
真
展 

「
長
崎
原
爆
を
撮
っ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
」 

原
爆
写
真
展
特
集 

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館 
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七
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日

ま
で
西
彼
時
津
町
役
場
玄
関
ロ

ビ
ー
で
「
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真

展
」
を
開
催
し
た
。
同
町
で
の
原

爆
写
真
展
は
一
昨
年
と
昨
年
に

続
い
て
三
年
連
続
の
開
催
。 

 

長
崎
市
に
隣
接
す
る
旧
時
津

村
は
、
被
爆
直
後
か
ら
被
災
地
か

ら
多
数
の
重
軽
傷
者
が
運
ば
れ
、

村
を
あ
げ
て
救
護
活
動
が
行
わ

れ
た
の
は
周
知
の
事
実
。 

 

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
も

あ
っ
て
、
時
津
町
で
は
平
成
六

（
二
〇
〇
八
）
年
に
は
県
内
自
治

体
に
さ
き
が
け
て
「
時
津
町
核
兵

器
廃
絶
平
和
推
進
の
基
本
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
し
た
ほ
か
、 

毎
年
八
月
九
日
に
は
「
平
和
の
集

い
」
を
開
く
な
ど
し
て
平
和
推
進

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。 

 

写
真
展
で
は
、
被
爆
直
後
の
爆

心
地
付
近
の
惨
状
や
破
壊
さ
れ

た
主
な
建
造
物
、
新
興
善
国
民
学

校
に
設
け
ら
れ
た
特
設
救
護
所

で
の
救
護
状
況
な
ど
と
共
に
、 

時
津
村
で
救
護
所
と
な
っ
た
時

津
国
民
学
校
、
時
津
警
察
署
、
萬

行
寺
な
ど
の
写
真
あ
わ
せ
て
五

十
五
点
を
展
示
、
訪
れ
た
町
民
に

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
や
戦
争
と

平
和
に
つ
い
て
身
近
に
考
え
る

機
会
を
あ
た
え
た
。 

時
津
町
で 

「
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展
」 

を
交
え
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
地
元

紙
・
南
日
本
新
聞
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
地
元
民
放
四
社
が
取
材
に
訪

れ
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
は
原
爆

展
の
後
援
団
体
に
名
前
を
連
ね
て

お
り
関
心
を
持
っ
て
い
た
よ
う

だ
。
鹿
児
島
市
役
所
と
懇
親
会
が

設
け
ら
れ
た
が
こ
の
席
で
、「
マ
ス

コ
ミ
の
取
材
が
多
か
っ
た
で
す

ね
」
、
と
尋
ね
る
と
、
「
地
元
マ
ス

コ
ミ
を
後
援
団
体
に
入
れ
た
か
ら

で
す
よ
」
と
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

マ
ス
コ
ミ
の
関
心
を
そ
そ
る
な
か

な
か
味
な
や
り
方
、
テ
レ
ビ
各
社

は
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
し

た
め
原
爆
展
の
大
き
な
Ｐ
Ｒ
に
な

っ
て
い
た
。
今
後
、
全
国
の
都
市

で
開
催
す
る
県
外
原
爆
展
で
は
、 

連
日
五
〇
〇
人
を
超
え
る
見
学
者 

市
民
の
関
心
が
高
か
っ
た 

「
鹿
児
島
・
県
外
原
爆
写
真
展
」

 
 

 

こ
の
種
写
真
展
の
会
場
で
は
、
私

は
写
真
に
見
入
っ
て
い
る
高
齢

者
を
見
か
け
た
時
は
「
原
爆
の
時

は
長
崎
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の

で
す
か
」
と
声
を
掛
け
る
の
を
常

と
し
て
い
る
。
今
回
の
時
津
町
の

場
合
も
、
長
崎
や
時
津
で
被
爆
を

体
験
し
た
多
く
の
人
に
出
会
っ

た
が
、
写
真
の
説
明
と
い
う
よ
り

も
、
そ
の
人
か
ら
単
に
被
爆
当
時

の
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の

後
た
ど
っ
た
人
生
に
つ
い
て
む

し
ろ
『
聞
き
役
』
に
回
る
ケ
ー
ス

に
出
く
わ
す
こ
と
が
何
件
か
あ

り
、
お
の
れ
の
被
爆
体
験
と
重
ね

合
わ
せ
て
、
原
爆
の
も
た
ら
し
た

禍
根
の
深
さ
に
痛
恨
の
思
い
を

新
た
に
し
た
次
第
で
あ
っ
た
。 

丸
田
和
男 

 

 

鹿
児
島
と
い
え
ば
『
西
郷
さ

ん
』、
そ
の
西
郷
さ
ん
の
銅
像
が
目

の
前
に
立
つ
鹿
児
島
市
中
央
公
民

館
。
こ
の
建
物
は
昭
和
二
年
に
建

設
さ
れ
、
現
在
は
登
録
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年

の
県
外
原
爆
展
は
こ
の
由
緒
あ
る

建
物
で
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

長
崎
市
と
長
崎
平
和
推
進
協
会

が
、
毎
年
、
開
催
地
元
市
と
共
催

し
て
開
く
県
外
原
爆
展
、
今
年
は

「
長
崎
原
爆
展
」
と
「
鹿
児
島
市

の
戦
災
と
復
興
写
真
展
」
が
同
時

に
開
催
さ
れ
た
。
「
長
崎
原
爆
展
」

で
は
原
爆
パ
ネ
ル
写
真
約
一
〇
〇 

点
と
、
十
一
時
〇
二
分
を
指
し
た

柱
時
計
等
被
爆
資
料
約
三
十
点
を

展
示
、
こ
の
他
に
被
爆
瓦
の
タ
ッ

チ
コ
ー
ナ
ー
や
ビ
デ
オ
上
映
、
小

学
生
向
け
の
原
爆
関
連
図
書
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た
。 

開
催
初
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
あ
り
、
森
博
幸
・
鹿
児
島
市

長
と
長
崎
原
爆
資
料
館
の
黒
川
館
長

が
挨
拶
、
続
い
て
小
学
生
、
中
学
生
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マ
ス
コ
ミ
を
後
援
団
体
に
い
れ
る

よ
う
開
催
予
定
都
市
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
た
ら
い
い
結
果
が
生
ま
れ

る
の
で
は
と
思
う
。
今
回
の
長
崎

原
爆
資
料
館
担
当
は
高
木
留
美
子

さ
ん
、
被
爆
者
の
語
り
部
は
和
田

耕
一
さ
ん
、
被
爆
体
験
講
話
会
場

は
一
〇
〇
人
余
り
入
る
別
室
が
設

け
ら
れ
て
い
た
が
毎
回
満
席
で
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
和
田
さ
ん
の
話

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。 

原
爆
展
会
場
に
は
連
日
五
〇
〇

人
を
越
す
市
民
が
訪
れ
た
。
特
に

目
立
っ
た
の
は
母
親
に
連
れ
ら
れ

た
子
ど
も
た
ち
の
姿
、
そ
れ
に
夏

休
み
の
宿
題
に
平
和
問
題
を
出
さ

れ
た
の
か
、
制
服
姿
の
中
学
生
の

姿
も
目
立
っ
た
。
会
場
で
鹿
児
島

の
人
た
ち
に
話
を
聞
い
た
。
あ
る

母
親
は
「
こ
ん
な
に
身
近
に
原
爆

写
真
を
見
た
の
は
初
め
て
。
子
ど

も
と
一
緒
に
原
爆
、
戦
争
に
つ
い

て
改
め
て
勉
強
し
た
い
」
、
男
性

「
こ
う
い
う
戦
争
に
原
爆
が
使
わ

れ
た
と
い
う
事
は
悲
し
い
出
来
事

だ
と
思
う
」
、
女
子
中
学
生
「
原
爆

の
写
真
を
見
て
、
思
っ
て
い
た
以

上
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
」
等
々
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。 

鹿
児
島
市
も
米
軍
の
空
襲
を
受 

け
た
都
市
の
一
つ
、
八
回
の
空
襲
に

よ
り
市
街
地
の
ほ
と
ん
ど
が
焼
き

尽
く
さ
れ
た
が
、
会
場
の
一
コ
ー
ナ

ー
に
は
空
襲
で
消
失
し
た
市
街
地

の
写
真
五
十
点
余
り
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。
な
お
鹿
児
島
市
は
「
鹿
児

島
市
平
和
宣
言
」
を
行
っ
て
今
年
で

二
十
年
目
の
記
念
す
べ
き
年
だ
と

い
う
。
ま
た
鹿
児
島
市
は
広
島
原
爆

の
八
月
六
日
と
長
崎
原
爆
の
八
月

九
日
に
は
、
市
役
所
本
庁
と
九
支
所

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
下
時
刻
に
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
、
職
員
を
は
じ
め
来

庁
者
は
一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ

げ
る
と
い
う
。 

原
爆
展
が
終
わ
っ
て
鹿
児
島
市

総
務
課
の
鶴
丸
課
長
か
ら
、
丁
寧
な

お
礼
状
を
い
た
だ
い
た
。 

県
外
原
爆
展
に
参
加
し
て
初
め
て

の
こ
と
で
あ
る
。
「
来
場
者
に
熱

心
、
か
つ
丁
寧
に
ご
説
明
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
堀
田
様
の
お
話
に
よ
り
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
よ
り
理
解
が
深
ま
っ
た
も

の
と
存
じ
ま
す
。 

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後 

と
も
各
種
平
和
啓
発
事
業
に
取
組 

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と

し
た
た
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
お

礼
状
に
は
各
紙
が
報
じ
た
原
爆
展

記
事
の
コ
ピ
ー
も
添
え
ら
れ
て
い

た
。
地
元
紙
・
南
日
本
新
聞
は
８

段
を
使
っ
て
大
き
な
扱
い
、
朝
日
、

毎
日
、
読
売
、
西
日
本
の
各
紙
も 

「
松
戸
市
原
爆
展
」
は
六
月
二

十
六
日
～
七
月
十
一
日
の
二
週

間
、
松
戸
市
立
博
物
館
で
開
催
さ

れ
た
。
松
戸
市
は
千
葉
県
下
な
が

ら
都
心
か
ら
電
車
で
約
三
〇
分

の
通
勤
圏
に
あ
り
、
東
京
の
衛
星

都
市
と
し
て
、
七
〇
年
代
以
降
急

速
に
発
展
を
遂
げ
た
街
で
あ
る
。

松
戸
に
向
か
う
車
窓
か
ら
は
、
よ

う
や
く
東
京
タ
ワ
ー
の
高
さ
を

超
え
た
と
い
う
、「
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
」
の
巨
大
な
姿
が
遠
望
さ

れ
た
。 

会
場
の
松
戸
市
立
博
物
館
は

広
大
な
房
総
台
地
の
自
然
林
を

生
か
し
た
、
長
崎
市
民
に
は
羨
ま

し
い
よ
う
な
自
然
公
園
「
二
十
一

世
紀
の
森
と
広
場
」
の
一
角
に
あ

り
、
旧
石
器
・
縄
文
時
代
か
ら
一

九
六
〇
年
代
の
常
盤
平
団
地
の

誕
生
に
至
る
、
三
万
年
の
地
域
の 

 

千
葉
県
松
戸
市
原
爆
展 

 

好
意
的
に
大
き
く
扱
っ
て
い
た
。

昨
年
は
遠
く
東
北
・
福
島
市
で
の
、

今
年
は
鹿
児
島
市
で
の
県
外
原
爆

展
に
参
加
し
た
が
、
両
都
市
で
の

原
爆
展
は
大
成
功
だ
っ
た
と
思
う

特
に
鹿
児
島
で
の
原
爆
展
は
初
の

開
催
だ
っ
た
と
い
う
が
、
展
示
方

法
、
会
場
の
広
さ
等
、
よ
く
考
え

て
会
場
設
営
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
に
国
内
数
か
所
で
開
催

さ
れ
た
原
爆
展
に
参
加
し
た
が
、

多
く
の
市
民
が
原
爆
展
を
横
目
に

見
て
通
り
過
ぎ
る
都
市
も
あ
っ
た

が
、
鹿
児
島
の
人
た
ち
は
積
極
的

に
会
場
に
足
を
運
び
、
原
爆
の
こ

と
、
戦
争
の
こ
と
に
関
心
を
持
と

う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

良
い
都
市
で
開
催
し
た
原
爆
展
だ

っ
た
。 

 
 

 
 
 

堀
田
武
弘 
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歩
み
を
常
設
展
示
し
て
い
る
。
今

回
は
見
学
の
機
会
が
な
か
っ
た

が
、
団
地
の
室
内
な
ど
の
実
物
大

再
現
展
示
も
あ
り
、
最
近
の
「
昭

和
レ
ト
ロ
」
ブ
ー
ム
も
手
伝
っ
て
、

市
立
と
し
て
は
人
気
の
高
い
博
物

館
で
あ
る
。 

 

今
回
の
原
爆
展
は
、
松
戸
市
世

界
平
和
宣
言
二
十
五
周
年
を
記
念

し
て
長
崎
市
と
の
共
催
で
企
画
さ

れ
、
広
島
・
長
崎
の
写
真
パ
ネ
ル

約
一
〇
〇
点
の
他
、
被
災
資
料
約

五
〇
点
を
展
示
、
原
爆
記
録
映
画

や
証
言
ビ
デ
オ
の
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
た
。
松
戸
市
は
８
月
に
開

催
さ
れ
る
「
青
少
年
ピ
ー
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
に
も
生
徒
を
派
遣
す

る
な
ど
、
地
元
で
の
平
和
関
連
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
よ
う
だ
。 

私
が
展
示
解
説
を
担
当
し
た

の
は
最
終
日
と
な
る
日
曜
日
だ

っ
た
が
、
他
の
行
事
で
訪
れ
た
人

も
含
め
、
こ
の
手
の
テ
ー
マ
の
展

示
と
し
て
は
、
来
場
者
が
途
切
れ

る
こ
と
な
く
続
い
た
。
事
前
の
広

報
が
行
き
届
い
て
お
り
、
ま
た
博

物
館
が
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
た
。
ま
た
同
日

午
後
か
ら
は
、
小
ホ
ー
ル
で
継
承

部
会
原
田
美
智
子
氏
の
被
爆
体

験
講
話
も
行
わ
れ
た
。 

戦
時
中
の
松
戸
市
は
ま
だ
郊
外

の
た
め
直
接
の
空
襲
被
害
は
な

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
来
場
し
た
お

年
寄
り
の
中
に
は
「
東
京
大
空
襲

の
時
は
空
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
」

な
ど
、
自
己
の
体
験
を
語
る
人
も

み
ら
れ
、
原
爆
に
限
ら
ず
戦
争
の

記
憶
が
深
い
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。 

 
｢

海
軍
救
援
隊
解
散
・
引
ア
ゲ｣

 

今
月
の
一
枚 

 

 

今
年
、
新
た
に
戦
時
中
海
軍
軍
医
が
撮
影
し
た
写
真
が
、
写
真
調

査
部
会
に
提
供
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
セ
ラ
ム
島
や
鹿
児
島

県
・
鹿
屋
基
地
、
終
戦
後
の
長
崎
で
撮
影
さ
れ
た
五
〇
枚
で
あ
る
。 

撮
影
者
は
原
清

は
ら
き
よ
し

氏
（
一
九
〇
九
～
一
九
五
六
）。
当
時
、
嬉
野
海
軍

病
院
勤
務
の
原
氏
は
、
八
月
十
五
～
二
十
七
日
の
救
援
活
動
中
に
十

六
枚
を
撮
影
し
た
。
確
認
さ
れ
て
い
る
被
爆
後
の
写
真
と
し
て
は
、

十
日
の
山
端
庸
介
に
次
い
で
二
番
目
に
早
い
。
こ
れ
は
八
月
二
十
七

日
、
市
内
の
新
興
善
国
民
学
校
校
庭
で
の
解
散
式
終
了
後
、
原
隊
に

復
帰
す
る
た
め
帰
路
に
着
く
隊
員
た
ち
の
姿
で
あ
る
。
左
手
前
に
迷

彩
を
施
し
た
校
舎
、
遠
景
に
は
風
頭
山
と
彦
山
が
見
え
る
。 

  

今
回
の
展
示
見
学
を
何
か
の
課

題
に
し
た
学
校
も
あ
っ
た
よ
う

で
、
母
親
に
解
説
文
を
読
ん
で
も

ら
い
な
が
ら
メ
モ
を
取
る
小
学

生
の
姿
も
み
ら
れ
た
。 

 

今
回
の
原
爆
展
は
被
爆
地
長

崎
の
訴
え
と
、
地
元
松
戸
市
の
熱

意
が
実
を
結
ん
だ
よ
い
企
画
で

あ
っ
た
と
思
う
。 

松
田 

斉 


